
 
 

 
 
 
 
 

   

 

 ～ 黒字申告割合が4年連続増加し３０%台を回復 ～  

 国税庁は10月6日、平成26事務年度の法人税、復興特別法人税、地方法人税、源泉徴収に係る

所得税及び復興特別所得税の申告(課税)事績を公表した。 
平成26 年度における法人税の申告件数(平成26 年4 月1 日から平成27 年3 月31 日までに終了

した事業年度に係る申告について、平成27年7月末までに申告があったもの)は279万4千件(前年

度比2万3千件増)、申告所得金額は58兆4,433億円(同5兆1,653億円増)、申告税額は11兆1,694
億円(同2,292億円増)  (表1参照)。 
申告所得金額は昭和42事務年度以降で過去最高額となった。 

 
(表１)  法人税の申告件数等の状況 
    ２５年度 ２６年度 

件数等 件数等 増減 前年対比 
申告件数 277万1,000件 279万4,000件 +2万3,000件 100.8% 
申告所得金額 53兆2,780億円 58兆4,433億円 +5兆1,653億円 109.7% 
申告税額 10兆9,403億円 11兆1,694億円 +2,292億円 102.1% 
 

 ～ 連結法人の黒字申告割合が過去最高 ～  

 平成26事務年度の繰越欠損金控除後の黒字申告割合は30.6%で、前年度比1.5ポイント増、4年

連続の増加となり、平成 19 事務年度以来の 30%台となった。控除前の黒字申告割合も 57.4%で 5
年連続の増加となった (表2参照)。 
 連結法人の黒字申告割合については、控除後が59.2%(同1.7ポイント増)、控除前が73.9%(同０．

１ポイント増)で、いずれも過去最高だった平成２５事務年度を上回った。 
 連結法人における調査課所管法人の繰越欠損金控除後の黒字申告割合は75.5%(同３．２ポイント

増)、税務署所管法人については45.2%(同0.9ポイント増)だった。 
  
(表２)  繰越欠損金控除後・前の黒字申告割合 
    繰越欠損金 

控除後 
繰越欠損金 
控除前 

繰越欠損金 
控除後 

繰越欠損金 
控除前 

黒字申告割合 連結法人の黒字申告割合 
25事務年度 29.1% 56.3% 57.5% 73.8% 
26事務年度 30.6% 57.4% 59.2% 73.9% 
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